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はじめに
17世紀・18世紀のイギリス領アメ リカでは、 船乗りは植民地社会に普遍的な労働者
に他ならなかった。 一般に、 歴史上の船乗り といえば冒険的かつロマ ンテイ ツクなイ
メ ージとと もに想像されがちだが、 当時のアメ リカでは、 船乗りは決してマイノ リティ
ではなく、 船に乗ることが植民地の男性にとって典型的な職のひとつであった。 実際、
13植民地の主要都市のほとんどが港町であり、 商船を操る労働力は常に必要とされた
のである。 むろん、 内陸部では農業が広く おこなわれ、 圧倒的多数の植民地人が農業
で生計を立てていた力、 船乗りは男性の職業としてそれに次ぐものであり、 もともと
沿岸部で生まれ育った者も、 内陸部から雇用を求めて港町を訪れた者も、 誰でも商船
で働く可能性があった。 幾多の航海に参加し、 長年にわたって船乗りとして生きた者
もいれば、 渡り労働者として一時的に船に乗った者も少なく なかったはずである。 植
民地時代を通じて、 海あるいは河川に面した町や村では、 成人男性の少なく とも10人
に 1 人が船乗りだったと指摘されており、 4 人に 1 人が船乗りであることも珍しく は
なかった。
当時、 概して植民地の船は本国イギリスの船に比べてはるかに小さく、 船乗りは主
に植民地海域での近距離の航海に参加していた。 例えば植民地に数多く点在する小さ
な港町では、 地元の船のほとんどが沿岸貿易に利用され、 ニューイ ングラ ンド地方の
諸港では漁業も盛んであった。 一方、 ボスト ンやニュー ヨーク、 フイラデルフイアと
いった植民地の中心都市では、 やはり地元の船はそう大きく ないものの、 船乗りは沿
岸貿易だけでなく西イ ンド貿易の労働力にもなった。 もちろん、 これらの都市には大
西洋横断航海に従事する大型船も絶えず入港しているが、 そのほとんどが本国イギリ
スの船であった。 つまり植民地の大規模な港町では、 近距離の貿易をおこなう数十ト
ンの植民地船と、 大西洋を渡ってきた数百ト ン級の本国船とが、 頻繁に出入りしてい
たのである。 
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本稿では、 船の上での船乗りの姿ではなく、 かかる港町での彼らの営みに日を向け
る。 船乗り と情報をキーワードに、 まずは船乗りのリテラ シーについて概観し、 後半
では彼らが情報と接する場であった酒場を舞台に、 当時の船乗りの人間像や、 植民地
社会との関係を探ってみたい。 
1 . 船乗りのリテラシー
船乗りと総称される人々のなかでも最も数が多かったのは、 言うまでもなく 商船の
水夫であるが、20世紀の後半までは、 歴史家の研究対象となることはほとんどなかっ
た。 彼らが史的考察の領域ではなく ロマンスの次元へと組み込まれたのは、 大多数の
イギリス人やアメ リカ人にと って、 船乗りが身近な存在ではなく なったことが一要因
だと考えられている。 アメ リカでは19世紀以降、 船舶の大型化にともなって遠洋航海
が一般的になったために、 船に乗るこ とは一部の限られた人々の職業となり、 専門化
されていった。 すなわち、 時代が下るにつれて船乗りは例外的な職業へと変わり、 船
乗り を冒険的な人々のように描いた文学作品の影響もあって、 世間にはロマンテイ ツ
クな船乗りのイメ ージが植え付けられていったのである。 また、 社会史の到来以前に
は、 海事史家は不特定多数の商船水夫を扱うのではなく、 名高い探検家や海軍提督ば
かりを研究したこと も、 かかるイメ ージの生成に影響している。 マーカス ・ レディ カー
によれば、 船乗りは自らが生きた時代には 「火刑や絞首刑、 暗い船内の牢屋での足か
せ」 に苦しみ、 以後は長らく 「歴史叙述における捨象という暴虐に遭ってきた」 のだっ
た。 また、 ゲアリ ・ ナ ッシュは次のよ うに記している。 船乗りは、 「初期アメ リ カ史
において、 おそらく 最もつかみ所のない社会集団である。 というのも、 彼らは他の都
市民に比べてより頻繁に港から港を移動し、 職を変え、 若く して命を落とし、 さらに
は白人社会において最も貧しい構成員であるがゆえに、 課税台帳や土地台帳、 遺言書
にその生きた記録を遺すこと も少なかった」。
実際、 その貧しさゆえに、 船乗りのなかには読み書きのできない者も少なく なかっ
た。 表1 は、 船員の等級別に、 海事裁判への出廷時に宣誓供述書に自らの名前を署名
できた割合を示している。 イギリスおよびアメ リカ植民地の主要な港の海事裁判記録
をもとに作成されているため、 植民地のみならず本国の船乗り もサンプルに含まれて
いるが、 署名ができた水夫は7 割弱である。 また、 ニューヨークのある軍艦では、 自
身の名前を書く ことのできた水兵の割合は63%だったという1756年のデータもある。 
署名が可能だったことだけで、 自由に読み書きができたとは言い切れないため、 実際
に読み書きできた船乗りの割合は、 もう少し低かったと考えるのが妥当であろう。 
表 1 イギリス領大西洋世界の船乗りの識字率 (1700年~ 1750年) 
階 級 人 数 署名可能者数 割合(%) 
船長
一等航海士
二等・ 三等航海士
船医
水夫長、 砲手
船大工、 樽製造人
小計 (士官、 熟練労働者) 
??
??????
?????
???
??
?
30
19
11
10
6
15
?
91 
6
5
5
8 
185 
94 
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30
19
11
10
5
12
?
87
 
6
5
4
5 
125 
65 
100.0
100.0
100.0
100.0
83.3
80.0
100.0
100.0
80.0
62.5
67.6
69.1
Marcus Rediker, Between the Devt1 and the Deep Blue Sea◆ Merchant Seamen, 
Pirates, and the Anglo-American Maritime 1ly,orld, 1700-1750 (Cambridge, 
1987), p 307. 
船乗りのリテラ シー が、 当時の一般平均より も低かったこ とは疑いない。 なぜなら
ば、 イギリスでも植民地でも、 彼らはたいてい10代前半から船に乗って肉体労働に従
事したのであり、 読み書きの習得などは後回しであった。 もちろん読み書きを教わる
機会が皆無だったわけではなく、 有名な黒人船乗りオラウダ ・ エク イアー ノ は、 ある
軍艦に乗り組んでいた際に、 艦長から読み書きを教わっている。 けれども、 同じく貿
易に関わる職業でも、 船大工や鍛冶屋、 樽製造人といった職人の従弟の場合は、 親方
に恵まれれば、 学校や私塾、 聖職者の自宅で教育を受ける機会もあった。 他の職種と
比較すると、 航海を終えては別の船に雇われる生活を続ける船乗りは、 教育を受けら
れる機会が限られていたのである。 アメ リカ植民地の独立後のことだが、1822年にイ
ギリスの海事裁判所判事ウイリアム・ スコ ツト卿は、 「船乗りはだまされやすく軽率、
教養がなく (i lliterate) 無分別」 だと述べている。
ちなみに、 読み書きの能力ではない力、 複数の言語を話すことのできる船乗りは珍
し く なかった。 イギリスとその植民地の商船には、 オラ ンダ人やポルトガル人が乗船
しているのは一般的で、 時にはフラ ンス人、 スペイ ン人、 黒人の船員もいた。 イギリ
スの航海法では、 イギリス船の乗組員の4 分の 3 以上がイギリス人 (植民地人含む) 
でなければならないこ とが定められてはいたものの、 特に戦時や労働力不足の時には
ほとんど遵守されなかった。 2人に 1 人、 さ らには4 人に 1 人の船員がイギリス人で
あれば良しとする特例は何度も認められているし、 イギリス船で2 年間働いた者をイ
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ギリ ス人と見なす特例も出されている。 外国人と同じ船で働いていたために、 片言と
はいえ複数の言語を使いこなした船乗りは多く、 海事裁判所の訴訟史料には、 読み書
きはできなく とも4 つ以上の外国語を話せた者たちの記録も残っている。 オランダ人
の水夫たちが、 イギリス領での海事裁判に出廷し、 通訳を介さず英語を話していたこ
と も知られている。 また、 同時代人の記録によれば、 港にいる船乗りは、 彼らしか用
いないような単語を使ったり、 独特なアクセント と荒つぼい言葉づかいのために、 す
ぐに船乗りだと分かる特徴力あったという。 
2 . 船乗りと酒場
一般に、 当時の船乗りは、 乗り組んでいた船が母港に帰港したあとに任を解かれる。 
航海を終えるたびに次の働き口を探さねばならず、 アメ リカでも ヨーロ ッパでも、 彼
らが情報に接し、 雇用を得る場として利用したのが、 港町の酒場であった。 酒や娯楽
を求めて酒場を訪れるのは、 雇用下にある船乗りも求職中の船乗りも同じだが、 後者
はそこで乗組員を募集している船の情報収集にも積極的だった。 また酒場では、 船乗
りの天敵ともいえる海軍の強制徴募に関する情報交換もなされた。
酒場に来店した船乗りたちは、 口頭での情報交換をおこなうだけでなく、 船員募集
のビラを読むこともあった。 これらは多く の場合、 近々出港を予定している船長が貼っ
たものである。 船が航海に出る数力月前から遅く とも1 カ月前に、 船主から船長に指
名された者は、 出港までに船員を集める責任を負っており、 彼らは酒場に居合わせた
船乗りを直接勧誘したり、 あるいは船員募集のビラを掲示して、 次の航海に必要な労
働力を確保しようとした。 なお、 当時は複数人が共同で商船を所有するのが一般的で、
たいていは船長自身も船舶の共同所有者の1 人であったり、 あるいは所有者の知人や
親族であった。 そのため、 数年にわたって同じ船の船長を務めるこ とが多く、 航海を
終えるたびに職探しをする水夫たちとは大きな違いがあった。
船長が船員を確保する手段としては、18世紀には植民地各地で新聞が発行されるよ
うになるため、 新聞に船員募集広告を出すことも多く なる。 戦時中であれば、 商船は
私掠船として利用されることもあるが、 私掠船の船員確保にも、 やはり新聞広告が広
く利用されていた。 ただし、 一般家庭は必ずしも新聞を購読しておらず、 多く の種類
の新聞を揃えているこ とが酒場にと ってひとつのステイ タスだった時代であり、 新聞
広告を確認したい場合にも、 やはり船乗りは酒場を訪れるのだった。 新聞やビラを読
むことができない者も少なく なかったが、 酒場では文字の読める者が読み上げる習慣
が根付いていたため、 読み書きできなく ても文字情報に触れることは可能であった。
船乗りが働き口を得る場としての酒場の役割は、 本国からの大型船も出入りする都
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市部ほど顕著である。 植民地の小さな港町の場合は、 沿岸貿易や漁業をおこなう地元
の小型船しか出入りせず、 そこでは船長と水夫との間に、 あるいは水夫同士に、 血縁
や地縁で結ばれたネ ットワークが根強く存在していたこ とが指摘されている。 10人に
も満たない船員を乗せて出港する船は、 いつもほとんど同じ顔触れを乗せていたので
ある。 つまり、 職を求めて各地を転々とする船乗りにとって、 容易に入り込みにく い
環境であり、 彼らは必然的に、 ボス ト ンやニュー ヨーク、 フ イラデルフ イアのよ うに
大規模な港町へと集まることになる。
近世の大西洋世界における大規模な港町には、 共通する特徴があった。 すなわち、
海岸・ 河岸沿いには貿易商や裕福な船長の住居が立ち並び、 豪勢なレンガ造りのもの
も珍しく ない。 しかしそこから一歩路地に入れば、 清潔とは形容しえない狭い道が続
く物騒な地区が広がる。 老朽化した木造の酒場、 売春宿、 商店や市場、 職人の工房が
密集しているこの地区こそが、 貧しい船乗りの生活の場であった。 地元の船乗りの住
居や、 彼らが間借り しているアパート、 さらには職を求める外来の船乗りが滞在する
宿も、 そこに林立していた。
大きな港町では地元生まれの船乗りは少なく、17世紀・18世紀にロンドンから遠洋
航海に出た者のうち、 ロンドン生まれは35%のみだった。18世紀半ばまで北米植民地
で最大の港だったボスト ンにも、 外来の船乗りは少なく なかった。1700年頃、 町に居
住する船乗りは800人ほどだったと推測されているが、 この数字が正しいと仮定する
と、800人ではボスト ン船による貿易をまかないきれなかったこ とになる。 表2 は、
西イ ンド諸島へと出港したボスト ン船の数から、 その乗組員の数を算出したものであ
り、 例えば1687年と1688年には、 それぞれ半年間だけでものべ500人~ 600人が西イン
表 2 西イ ンド貿易に従事するボスト ン船 (ボスト ン出港記録) 
1687年 ( 3 ~ 9 月) 1688年 ( 3 ~ 9 月) 1715年 1716年
船舶数 (隻) 69 60 139 132 
総ト ン数 ( ト ン) 3,143 3,208 7,039 6,675 
平均ト ン数 ( ト ン) 45.6 53.5 50.6 50.6 
総乗組員数 (人) 534* 642* 975 945 
ton/man ratio 0.17* 0.20* 0.14 0.14 
註) * : 1687年と1688年は、 各船舶の乗組員数の記載なし。 そのため、 同年にポート
ロイヤルに入港したボスト ン船の1 ト ンあたりの乗組員数( ton/man ratio) から、
ボスト ン出港時の乗組員数を推測。
Naval Office Shipping Lists database, 1686-1719, C.0 5/848, 1680-1705, 1709-1722, 
c .0. 142/13-14より作成。 
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ドへと向かう船に乗り組んでいる。 しかもボスト ンの船は、 北米での沿岸貿易にも年
間に200~ 300人は必要で、 さらには漁船にも乗り手が求められた。 したがって、 町に
は職を求めて一時的に滞在していた船乗りが大勢いたであろう。 そのなかには、 植民
地の各地からやって来た労働者だけでなく、 本国の大型船からの脱走者もいた。 とい
うのもボスト ンは、 当時の北米では船を修理する設備が最も整っていたために、 船の
碇泊する期問が比較的長く、 水夫にとっては脱走を試みやすい港であった。 18世紀初
頭にマサチュー セツツ総督力、 商船と私掠船の各船長に対し、 各自の船に海軍からの
脱走者がいないこ とを確認するよう再三にわたって布告を出しているこ とからも裏付
けられよう。
1695年、 植民地の役人の報告によれば、 チェサピー ク植民地(ウ' アジニアとメ リー 
ラ ンド) でも本国船から脱走する水夫が非常に多 く、 彼らはそのあと フイラデルフイ
アで雇われていたという。 脱走した者たちが、 チェサピー クから近く、 船員の需要が
高いフイラデルフイアを日指したこ とは想像に難く ない。 大きな港町へと辿り着けば、
地元の船乗りであろうとよそ者であろうと、 誰もが酒場で情報に触れ、 比較的容易に
雇用を得られたのである。 
3 . 酒場への規制
貿易が重要な産業だったアメ リカ植民地では、 船乗りの労働力は不可欠であり、 船
乗りにと っては、 酒場を訪れるこ とが休息や娯楽のみならず職を得るためにも不可欠
であった。 しかし、 町の発展のために船乗りが必要とされた一方で、 彼らが集まるこ
とは、 町の治安の悪化という弊害をもたらした。 一般に、 港町のなかでも船乗りがよ
く利用した酒場は、 上述の労働者が集まる喧騒な地区の酒場であり、 実際には認可さ
れた酒場より多く の不認可の酒場があったと考えられている。 船乗りが大勢集まれば、
乱聞騒ぎや窃盗、 殺人などが起こりやすく、17世紀後半に栄えたジャマイカのポート
ロイヤルでは、 治安の悪さゆえに地元民が毎晩2 回、 町を巡警していた。 ピューリタ
ンの暮らすマサチュー セ ツツ湾植民地セイラムでは、17世紀後半、 聖職者が酒場の数
の多さに苦言を呈したり、 酒が町の平穏や規律、 秩序に悪影響を及ぼすと非難したり
している。 ボスト ンでも、 ピューリ タ ン社会にそぐわない船乗りの行動は何度も問題
となり、 コ ット ン・ マザーがいうには、 船乗りの間では宗教は重要ではなく、 その代
わりに、 飲酒や罰当たりな会話、 卑猥な歌、 ゲーム、 迷信、 男色などに夢中であった。 
ボスト ンを訪れたオラ ンダ人聖職者も、 船員たちが安息日でも教会ではなく 酒場に集
まり酒を楽しんでいるこ とに心を悩ませていた。
各植民地の当局は、 外来の船乗りが增加することによる治安の悪化や住民への悪影
-8 - 
響を懸念していた。 しかし、 各地を転々とする流動的な船乗りに規制を加えることは
容易ではないために、 当局がと った手段は、 酒場に制約を設けるこ とだった。
酒場では、 しばしば船乗りは 「つけ」 で酒を飲んでいた。 ところが、 酒場に通う う
ちに負債を溜め込んで返済できなく なり、 乗船予定の船が出港する直前に逮捕されて
しまう者がいて、 船の出港を妨げることが多かった。 そのため1700年頃に、 ニューヨー
ク ・ シテイでは船乗りへの 「つけ」 の上限額が6 シリ ングに、 サウスカロライ ナでは
5 シリ ングに定められた。 ウ'アジニアでは1691年、 船乗りが 「つけ」 で飲むこと自体
が禁じられ、 ルールを犯した店主は経営許可証を没収されることとなった。 また、17 
世紀半ばのニューアムステルダムでは、 酒場で酒を飲んだ水夫が働かないことを裁判
所に訴えた船長がいたが、 同様の例は数年後のイギリス領植民地でもあったようで、
1696年のサウスカロライナの法律では、 冬の20時以降、 夏の21時以降に、 船長の許可
なく雇用中の水夫を接待した店主に罰金が科されることが定められた。 同じ頃、 ウ' ア
ジニアではさらに厳しい法律が成立し、 雇用下にある水夫は、 船長による許可がなけ
れば、 酒場への入店を禁じられている。 およそ半世紀後、1751年のサウスカロライナ
では、 酒場の店主が1 人の船乗りを1 日に 1 時間以上もてなすことを違法とした。 数
力月ぶりに陸地を踏んだ船乗りが、 最初に見かけた酒場に入店して飲酒が止まらなく
なることを懸念しての措置であった。 また、 たとえ1 時間以内であっても、10シリ ン
グを超える飲食物を提供すること も禁じられた。
一方で、 酒場への規制を強めすぎると船乗りは減少し、 円滑な海運が阻害されるリ
スクもある。 そのため、 船乗りに対して寛容とも思える法律も、 同時に存在していた。 
例えば1668年のウ' アジニアでは、 治安を維持するために、 そして住民が怠惰な生活を
しないように、 各郡の酒場の数が2 軒までに制限されたが、 船の碇泊地だけは除外さ
れた。 その理由は、 「旅人への宿泊施設が必要であるため」 と されている。 たしかに
酒場は宿を兼ねていることも珍し く なかったが、 と もかく この措置は、 船乗りにと っ
ても好都合なものである。 また、1660年のマサチューセ ッツの法律も、 船乗りによる
「酒場での過度な飲酒と浪費」 のせいで、 「出港準備が整った時に、 多くの水夫が逮捕
されている」 こ とに言及している。 そこで定められたルールは、 彼らが店主への負債
を返せない場合、 店主はその水夫を逮捕させてはならず、 逮捕するには水夫を雇って
いる船長か船主の許可を要するという ものであった。 また同法では、 酒場の店主が夜
間に地元民を接待することを禁じているが、 ここでも旅人と船乗りは除外された。 彼
らには 「飲食物の提供が必要」 であり、 「そうすることで彼らが騒動を起こさないよ
うに」 との理由である。 このような、 船乗りにと って一見都合の良い法律も存在して
いたが、 歴史家の見解としては、 これらは船乗りの権利を守るためではなく、 貿易に
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支障を出さないための策であり、 要するに貿易で儲ける商人の利益を損なわないため
の措置であったという見方で一致している。 
結びにかえて
アメ リカ植民地では、 秩序を乱す船乗りは、 常に当局の悩みの種であった。 おそら
く は、 酒場が単に酒を提供するだけの場であったならば、 当局は船乗りの酒場への入
店を一切禁止するこ と もありえただろう。 しかし、 それをしなかった背景には、 各植
民地は貿易を担う彼らの労働力を必要としていたこと、 酒場が彼らに情報と雇用を与
える機能を有していたことが挙げられよう。 そのため植民地当局は、 可能な限り治安
の維持に努めつつ、 同時に海運の発展を阻害しない方策として、 船乗りによる酒場の
利用や店主による接客に一定の制約を設ける諸法を制定した。 植民地の海運は、 常に
このよう なジレ ンマを抱えながら発展したのだった。
なお本稿では、 港町での船乗りの一側面を垣間見るに留まったが、 アメ リカ植民地
では、18世紀半ば以降、 港町で騒ぎを起こす船乗りの姿がより頻繁に見られるように
なる。 それらは必ずしも飲酒による乱痴気騒ぎばかりではなく、 時にはイギリス海軍
の強制徴募に対する集団での武装峰起であった。 歴史家のなかには、 このような貧し
い船乗りによる抵抗の精神力、 独立へと向かう植民地のイデオロギーに少なからぬ影
響を与えたと主張する者もいるが、 かかる見解を批判する向きもある。 当然ながら、
彼らが従事していた沿岸貿易に関しては、 大西洋世界の様々な商品や情報を植民地各
地にもたらしただけでなく、 植民地間の密なコミ ュニケーショ ンをも促進し、 北米植
民地の人々の一体感を強める役割を果たしたことが、 広く認識されている。 しかし、
貿易という営為を通してではなく、 港町に滞在している船乗りが植民地社会に及ぼし
た様々な影響をめぐっては、 悪影響も含め、 欧米の学界でもまだ十分に論じられてい
ない。 実際には生涯の大半を陸で過ごすことも珍しく なかった植民地の 「海の男」 た
ちが、 陸上で果たした役割を正当に評価すべく、 これからの研究の蓄積に期待したい。 
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